
自由進度学習 

マイプラン学習 

タブレットを活用した家庭学習 

 

 

 

 

 

 

〇教科名 算数 

〇単元名 ５年「偶数と奇数、倍数と約数」 

〇身に付けさせたい力 

 自分の能力に応じて主体的に学習を進めていく力 

〇個別最適な学びへ向けた工夫 

 ・児童はチェックポイントや対応するページ（教科書、計算ドリル、ショートテスト）の確認、

振り返りの記入ができる学習カードを作成し、それに沿って学習する。 

 ・学習内容が身に付いたことを確認できるよう、教師がチェックするポイントを設定しておく。 

 

〇教科名 社会 

〇単元名 ４年「災害からくらしを守る」 

〇身に付けさせたい力 

 見通しを持って学習計画を立て、自己調整しながら学習を進めていく力 

〇個別最適な学びへ向けた工夫 

 ・学習のてびき（学習カード）を作成し、児童は 

  それに沿って学習をする。 

 ・一斉指導で学習する場面と自分で立てた計画 

通りに進めていく場面を設定する。 

 

〇取組場面① ミライシード「ドリルパーク」による 基礎・基本の定着 

〇対象 全学年 

〇個別最適な学びへの工夫 

 ・自分に合った問題を選択して学ぶ。 

 ・教師による丸付けの必要がないので待ち時間はない。 

 ・取組の様子を一覧で確認し、進んでいない児童の支援をする。 

〇取組場面② Microsoft Teams課題配信機能による 音読 

〇対象 全学年 

〇個別最適な学びへ向けた工夫 

 ・誤発音、不要な繰り返しなどをAIが判定。 

・フィードバックを見て苦手なところを把握する。 

令和５年度 学力向上に係る効果的な取組事例 

「個別最適な学びと協働的な学びを一体的に充実させるための授業改善」 

杉戸町教育委員会・杉戸町立杉戸第二小学校 

 

事例１ 

 

事例２ 

 

事例３ 

 

心構え 

① 自分のペースで確実に理解 

② 仲間は見捨てない 

③ 宿題はいつでも提出OK 

④ 分かったふりをしない 

⑤ 計画に遅れがある場合は調整 



自学・自習 

ミライシード「オクリンク」「ムーブノート」の活用 

 

 

〇教科名 社会 

〇単元名 ６年「世界に歩み出した日本」 

〇身に付けさせたい力 

 仲間と協働的に調べ学習を行い、課題解決する力 

〇協働的な学びへ向けた工夫 

 ・子供達が協働して学習を進めやすいよう、学習の基本的な流れはいつも同じにしている。 

（１） 本時の課題を全員で確認する 

（２） 課題を解決するために調べることを考える 

（３） 調べる（役割分担する、同じ内容を違う媒体で調べる等） 

（４） 分かったことを黒板にまとめていく 

（５） 課題に正対したまとめを考える 

（６） 本時の学習をふり返る 

 

 

〇取組場面 情報共有・意見交換 

〇対象 全学年 

〇協働的な学びへ向けた工夫 

 ・児童はお互いの書いたもの、作ったものを自由に見ながら、参考にしていく。 

・一覧で見る、いくつかの考えを比較する等、学習場面に合わせた使い方をする。 

・それぞれの進度を可視化することで、助け合いや学び合いを行う。 

 ・コメント機能を使って意見交換をする。 

 

 

 

 

 

 

 

◎様々な学習の仕方を模索し、新たな学びのスタイルを見つけることができた。 

◎教師が予想していた以上に子供達は主体的に学習を進めることができた。 

△各学年の発達段階に応じた「学び方の系統性」を学校全体で確認する必要がある。 

△一斉授業以上に事前準備や個々の見取りが大切。学習カード等を新たに作成しなくてもよいよう

にデータを共有していく。 

事例４ 

 

事例５ 

 

教師からの評価を見

て、参考にするもの

を選ぶこともできる 

初発の感想をスプレ

ッドシートに同時入

力し、共有した場面 


